
１ 研究主題 雲の⼗種雲形を⼤島で⾒つける ⼗種雲形について調べる

２ 研究の動機

理科の授業で雲の勉強をした時に、⼗種雲形の話が出て、⼗種雲形を⼤島で⾒つけられると⾯⽩いと思い、調べました。⼤島の「ぶら

っとハウス」から⾒た富⼠⼭と⼊道雲が浮かび上がる⼣焼け空がきれいだなと思っていたので、⼤島の夏の天気と雲の関係が調べら

れたら⽇常⽣活に⽣かせそうだなと思い、このようなテーマにしました。

３ 研究の狙い 調べ⽅  ⽤意した物  スマートフォン メモをする紙 雲の写真 ペン 模造紙

っても難しい事なのです。そのこともたくさん書いてあるのでぜひ最後まで読んでみてください。

４ ⼗種雲形について

⼗種雲形とは…私達が普段よく⾒る雲の事なのですが、その雲を⼤きく分けて、10 種類に分けたものを⾔います。普段⾒ている雲は同

じところに何種類ものいろいろな形の雲があって、ついついいっぱいの種類があると勘違いしてしまうかもしれませんが、驚いたこと

になんとたったの 10 種類しかありません。この雲の事を、⼗種雲形と⾔います。それぞれの様⼦は写真で⽰します。

５ 観測結果  ⽇付  雲の種類⼤島の平均気温特徴やその⽇の状況  （７⽉２１⽇〜８⽉２３⽇）
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〇大島で十種雲形を見つける。夏休み中決まった時間や、決まった場所の空、伊豆大島の 1 日の雲の様子や、天気を記録する。十種雲

形を見つけたら写真に残す。（7 月 21 日～8 月 23 日まで。24 日からは、まとめをする。）

私は全部の十種雲形を家の前だけで見つけることが出来るかチャレンジします。たったの十種類かと思ってしまうかもしれませんがと

○雲の十種雲形を知る。インターネット、本で調べる。



〈結果〉 ⼤島で観測した⼗種雲形 

６考察と感想 

  私の家の前では、層雲以外は観測することができました。家の前では層雲は⾒られませんでしたが、13 ⽇に三原⼭に出かけた時に、

⼭の上では層雲が⾒られました。⼭に登ると⽬の前が霧のように真っ⽩で何も⾒えませんでした。きり雲の中に⼊っているんだと思い

ました。層雲が⾒つけられなかったのは、地形の違いで雲のできやすさも違うのかなと思いました。また家のような低い位置と⼭のよ

うな⾼い位置だと違いがあって、⼭で⾒られる雲なのかもと思いました。 

家の前では⼗種雲形をみることはできませんでしたが、⼤島の中なら⼗種雲形を⾒つけられることがわかりました。⼗種雲形を⾒つ

けるのは簡単だと思ったけど、地形の違いなどで⾒られないものがあり、むずかしいんだなと思いました。 

⼗種雲形という⾔葉や、雲と天気のことなど、最初はよくわからなかったことがわかるようになり、雲ととても親しくなったような

気がしました。 

雲の動きと種類がわかれば、これから⾬が降るなど、天気を⾃分で予想することができそうだなと感じました。天気予報で⾬が降る

かどうか微妙な時には、⾃分で空を⾒上げて予想してみようと思います。天気と雲のかかわりを勉強したから、天気と⾵についてのか

かわりも調べてみたいと思いました。 
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